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SOA が目指す世界
～市場動向とそれに対する心構え～
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今という時代を見直してみると…
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変化に対応可能な次世代の変化に対応可能な次世代の
企業企業ITITアーキテクチャの検討へアーキテクチャの検討へ

市場の変化

企業の変化

法規制の変化

• 企業買収
• 合併統合
• 事業統廃合
• 組織/業務の変更

• 新会社法
• 日本版SOX法
• 内部統制
• 個人情報保護法

• 市場変化スピード
への対応

• 業務の効率化
• ソフトウェア資産の
有効活用

今、何が起こっているか?
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経営の「見える化」を目指して

• 異種システムの連携・統合

• セキュリティの強化

• システムの統合管理

• リアルタイムでの状況の監視

• 内部統制のシステム化

オーケスト
レート

統合

管理

セキュア化

監視

開発

SOASOA（（サービス指向アーキテクチャ）サービス指向アーキテクチャ）への期待への期待

SOASOA
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IT市場のトレンド

• 中～大規模企業

– SOAによるシステム構築導入または検討へ

• 法規制の変化への迅速な対応

• 将来を見据えた設計

• ソフトウェアの資産化

– コンサルティングを交えての方針の策定

• SIerに求められることは???
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SIerに対する風向き

• オフショア開発という風潮

– お決まりの開発、成熟した開発領域はオフショア

• 単一のシステム

• メンテナンス

– 日本の開発会社・SIerは差別化ポイントを持つこと
が必要とされてくる

• コンプライアンス・日本版SOX法
– IT業界は「SOX法特需」に見舞われる?
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SOA が登場した背景と道のり
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“一体型”アプリケーション

Business 
Logic

Presentation 
Logic

Information
Store

• すべての機能をまとめて構築

• メインフレーム世代
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クライアント/サーバー・アプリケーション

Business 
Logic

Presentation
Logic

DatabasesBusiness 
Logic

• クライアントPCの普及
その結果…

• ロジックを分割化

• サーバーのダウンサイジングによるコスト削減
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三階層アプリケーション

Application

Application

Application

Presentation
Layer

Databases

• インターネット環境の普及
その結果...

• アプリケーション･サーバー+Thinクライアント

• クライアント･アプリの管理コスト削減
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Application ServerApplication ServerからからMiddlewareMiddlewareへへ
「作って動かす」だけの時代から、「作って動かす」だけの時代から、
「安定運用し連携させる」時代へと変化「安定運用し連携させる」時代へと変化

作って動かす作って動かす 作って動かす作って動かす 安定した運用安定した運用 連携する連携する

•インターネットの歴史の浅さ

•とにかく、「作って動かす」ことに終始

•重要なのは

　「構築しやすい」「早い」「止まらない」

•インターネット環境はすでに日常として定着

•「作って動かす」は当たり前、「使われ方」がFocus
される時代に

•重要なのは

　「安定運用し」、「連携させていく」

Application ServerApplication Server MiddlewareMiddlewareへへから・・・から・・・

市場動向

3年前 現在＆これから
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市場動向

• 安定運用
→ 「Grid環境の強化」

「データベースとミドルウェアの統合」
「セキュリティ&コンプライアンス」

• 連携
→ 「システム統合・SOA」

「データ統合」
「既存環境との融合」

「作って動かす」時代から、「安定運用」＆「連携」へ「作って動かす」時代から、「安定運用」＆「連携」へ
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システムは成長/変化する

最初は部門内システム、でも…
• 他部門への横展開
→ 既存の他システムと連携したい

• さまざまな機能拡張要求

– 社外のサービスを利用したい

– フローの仕組みを変更したい …

• 外部要因からなる仕様変更

– 法規制

– パートナー企業側の変更への対応 …
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SOAアプリケーション

Process #1

Process #2

Process #3

Components

Presentation
Layer

Databases

• サービスとそれらを利用するプロセス

• 変化に対する柔軟性
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BPEL Web
サービス

Java(JSP/JSF/Swing…),
.NET, Forms

SOAアプリケーション

Process #1

Process #2

Process #3

Components

Presentation
Layer

Databases
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SOAの実現 - BPEL -

• OASISで標準策定中

• 成熟したビジネス・
プロセス定義言語
– WSFLとXLANGに由来

• 業界での幅広い支持
– Oracle、IBM、MS、

BEA、SAP…

• ベンダ・ロックインを回避

• 再利用と相互運用性

Duplicate 
Number!

Sales DB start

end

Router

Billing

別個のサービスを組み立てて、エンド・トゥ・エンドのプロセス・フローを

構築するための、XMLベースのマークアップ言語
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システム間連携とSOA

• まずはシステム間連携から

• 本格的SOAには十分な方針策定が必要

– 急務のSOAは失敗しやすい

43% の企業が成果を確信、ただし時間がかかっていると回答
14% の企業で失敗を経験（SOA Pipeline調査）
http://www.soa-pipeline.com/blog/archives/2005/11/soa_implementat.html
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OracleOracle
Fusion MiddlewareFusion Middleware

Siebel 

JD Edwards EnterpriseOne

Oracle E-Business Suite

PeopleSoft Enterprise

FusionFusion
ApplicationsApplications

20082008年年

OracleOracle
ApplicationsApplications

アプリケーション統合はオラクルにとっても
大きな課題
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旧来のよくあるシステム間連携パターン

業務
モジュール

業務
モジュール

FTP or キュー
or DB

定期バッチで連携
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まずはシステム間連携の一手段として導入

業務
モジュール

業務
モジュール

FTP or キュー
or DB

プロセスでより
柔軟な処理に
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業務
モジュール

連携部分を強化、たとえばワークフロー

FTP or キュー
or DB

プロセス

業務
モジュール
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徐々に本格的SOAへ

業務
モジュール

プロセス

業務
モジュール
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SOAのさまざまな側面

• 市場の激しい変化への迅速な対応の必要性

• 長年にわたる、システム連携・統合の夢

• システム間ワークフローとして

• コンプライアンス・日本版SOX法の対応策
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コンプライアンスとは

SEC 17a-4

Sarbanes-Oxley

GLBA

Rev. Proc 97-22

MoReq CRFB - France

BaFin – Germany

Basel II

Data Protection Act of 1998

NASD 3010

US Patriot Act

HIPAA

UK Metadata Framework

厚生労働省令44号

eSign Act Freedom of Information Act of 2000

ISO 15489-2
21 CFR Part 11

DoD 5015.2

FERC Part 125

個人情報保護法

国際会計法

ISO 9001

ISO 14001

「これらの規制に準ずること、そしてそれを証明出来ること」

新会社法

日本版SOX法

e-文書法
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“SOA” は “一度” にしてならず

• プロセスは一度の定義で完璧には
ならない

– 業務改善の声は都度、発生する

– 法改正が起こるとチェックすべき項目も
変わっていく

→ モニタリング機能（BAM）の必要性

• 大規模・本格的なSOAでは、大量のプロセスと大量の
サービスを統合管理する仕組みが必要
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プロセスとサービスの関係性

ESB

1:1 接続ではメンテナンス性に

欠ける

中間層を用意し、そこで各サービスの
位置情報を吸収
＋セキュリティ、監視などの機能を付加

Process Service Process Service
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ESBとJBI

• ESB - Enterprise Service Bus
– プロセスとサービスの間に位置し、サービス間のメッセージ伝達
処理を行う

– 現行の各ベンダーのESBはそれぞれ独自仕様による実装

• JBI - Java Business Integration （JSR-208）
– ESBとして必要となる機能仕様を標準化したもの
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SOAに必要とされる基本要素

• サービスの構築と実行 アプリケーション・サーバー

• プロセスの構築と実施 BPELエンジン

• プロセスの監視 モニタリング機能（BAM）

• プロセス連結の統合管理 JBI/ESB
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SOA の背後にある課題
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異種システム連携・統合のために

• SOA
=  サービスの連携
≒ 異種システム間連携

• ユーザー（ID）情報の統合化 or
複数のID管理機能（ディレクトリ）間の完全同期化
→ 非現実的…

• 認証機能の相互調整
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BPEL Web
サービス

Java(JSP/JSF/Swing…),
.NET, Forms

SOAアプリケーションにおける認証と暗号化

Process #1

Process #2

Process #3

Components

Presentation
Layer

Databases

認証が必要な
ポイント

暗号化を考慮すべき領域
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SOA時代のテクノロジースタック

アプリケーション・サーバーアプリケーション・サーバー

J2EE 1.4J2EE 1.4

JS
P

JS
P

SER
VLET

SER
VLET

EJB
EJB

JN
D

I
JN

D
I

JM
S

JM
S

JC
A

JC
A

JTA
JTA

JM
X

JM
X

SOAP, WSDL, UDDI, WSSOAP, WSDL, UDDI, WS--InspectionInspection

Webサービス

J2EE

W
S

W
S

-- R
E

LIA
B

ILITY
R

E
LIA

B
ILITY

W
S

W
S

-- T / W
S

T / W
S
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WS-Security

• セキュリティ・トークン

• 署名

• 暗号化

• タイムスタンプ

• エラー通知
…
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Webサービスとのセキュアな連携

• 通信経路だけを暗号化する（SSL）のでは不十分

– 中継点でも情報を隠せるようXML自体の暗号化が必要

– ユーザーに応じた情報の公開レベル制御

• 対応策は…
– WS-SecurityやWS-Reliabilityなどの仕様に準拠した実装

→ サービス側に個々に設定が必要

or
– インフラとしてセキュアな連携を実現するソフトウェアの利用

Oracle Web Service Manager など
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Service
Provider

Supply-Chain
Partner

Security
Administrators

Federation

Web Services Security

Directory

Access Control

Provisioning

User Admin

Customers

Employees

Auditing & Compliance

Self-Service

エンタープライズ用途に必要な
すべてのセキュリティソリューション
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Service
Provider

Supply-Chain
Partner

Security
Administrators

Federation

Web Services Security

Directory

Access Control

Provisioning

User Admin

Customers

Employees

Auditing & Compliance

Self-Service

エンタープライズ用途に必要な
すべてのセキュリティソリューション

• インフラとしてセキュアで信頼性のある
Webサービス連携を実現

• インフラとしてセキュアで信頼性のある
Webサービス連携を実現
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Service
Provider

Supply-Chain
Partner

Security
Administrators

Federation

Web Services Security

Directory

Access Control

Provisioning

User Admin

Customers

Employees

Auditing & Compliance

Self-Service

エンタープライズ用途に必要な
すべてのセキュリティソリューション

• ポリシーベースのアクセス制御

• SSO

• ポリシーベースのアクセス制御

• SSO

• 承認フロー機能、監査機能• 承認フロー機能、監査機能
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Service
Provider

Supply-Chain
Partner

Security
Administrators

Federation

Web Services Security

Directory

Access Control

Provisioning

User Admin

Customers

Employees

Auditing & Compliance

Self-Service

エンタープライズ用途に必要な
すべてのセキュリティソリューション

• ファイアウォールを超えた認証
ポリシーの調整

• ファイアウォールを超えた認証
ポリシーの調整
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Federation

異なるポリシー（社外など）との連携

Web アプリケーション Web アプリケーション

認証
情報

認証
情報

認証
情報

認証
情報

Firewallそっちの認証の仕組みなんて知らないよ!! そっちの認証の仕組みだって知らないよ!!

×

Web アプリケーション Web アプリケーション

認証
情報

認証
情報

認証
情報

認証
情報

Firewall

Federation

SAMLSAML

お互いの認証の仕組みは理解したよ!!
だからお互いのアクセスはそのままできるよ!!

ポリシーA ポリシーB
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Service
Provider

Supply-Chain
Partner

Security
Administrators

Federation

Web Services Security

Directory

Access Control

Provisioning

User Admin

Customers

Employees

Auditing & Compliance

Self-Service

エンタープライズ用途に必要な
すべてのセキュリティソリューション

• ユーザーの追加、権限変更、削除
の作業を伝播して各認証サーバー
に対する処理を実施

• ユーザーの追加、権限変更、削除
の作業を伝播して各認証サーバー
に対する処理を実施
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プロビジョニング

メールシステムでユーザ管理
（例：Lotus Notes）

ディレクトリサーバを導入
（例: iPlanet / Sun Java Directory Server）

ファイルサーバからディレクトリを導入
（例: Novell eDirectory）

WindowsNTなどのバージョンアップ
（例: Active Directory）

オフコン業務などのオープン、C/S 化
（ユーザ情報の管理はなし）

ユーザーを追加
したいけど、
作業が大変…

メインフレーム
（OS/390）
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Provisioning

ユーザー情報の変更を通知・反映

メールシステムでユーザ管理
（例：Lotus Notes）

ディレクトリサーバを導入
（例: iPlanet / Sun Java Directory Server）

ファイルサーバからディレクトリを導入
（例: Novell eDirectory）

WindowsNTなどのバージョンアップ
（例: Active Directory）

オフコン業務などのオープン、C/S 化
（ユーザ情報の管理はなし）

メインフレーム
（OS/390）

ユーザー情報の
変更を伝播

マスターとなる情報のみ変更
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Service
Provider

Supply-Chain
Partner

Security
Administrators

Federation

Web Services Security

Directory

Access Control

Provisioning

User Admin

Customers

Employees

Auditing & Compliance

Self-Service

エンタープライズ用途に必要な
すべてのセキュリティソリューション

• 統合ディレクトリ・サーバー、または

• 異種の認証サーバーを仮想的に
一元化

• 統合ディレクトリ・サーバー、または

• 異種の認証サーバーを仮想的に
一元化
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Virtual
Directory

認証情報の一元化

– 複数の認証の仕組みを仮想的に一元化
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IT市場のトレンド

• 中～大規模企業

– SOAによるシステム構築導入または検討へ

• 法規制の変化への迅速な対応

• 将来を見据えた設計

• ソフトウェアの資産化

– コンサルティングを交えての方針の策定

• SIerに求められること

– 連携・統合のためのWebサービスの実装

– セキュアなサービス連携の確保
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サービス・プロバイダとして
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SOA検討企業、アジア市場に向けて

• ビジネス・チャンスは付加価値の創造から
– サービス・プロバイダとしてSOAシステムに対するサービス

を提供

– さまざまなセキュリティの課題への取り組み

– 異種システムの統合ノウハウの習得

– DB/MW にまたがるグリッドのインフラ構築と統合的な
運用管理の知識

– 蓄積されたデータの活用（BI）
…

• SOAシステムに対する相互/連携運用への
高い意識
= 標準技術の採用が重要



Copyright © Oracle Corporation Japan, 2005. All rights reserved.
48

テレビ番組

• 視聴者は数あるチャンネルから好みのものを選択

• チャンネルによって有料のものもある

• ケーブルテレビでラップされれば衛星放送/デジタル放送
も閲覧可能

XXX と
OOO と
△△ を見よう!

地上波民法

地上波NHK

衛星放送

WOWWOW
デジタル放送
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Webサービスによるサービス提供は始まっている

• 駅すぱーと

• Yahoo
• Google
• Amazon
• eBay

…
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サービス構築の開発環境はいまや無償の時代

• Eclipse
• Oracle JDeveloper

– 10月4日から、OTN-Japanより無償ダウンロード中

– http://otn.oracle.co.jp/tech/java/
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EJB3.0ではWebサービス構築もEoD

• annotationでWebサービス化可能

import javax.jws.WebService; 
import javax.jws.WebMethod

@WebService
public interface HelloWorldInf
{ 
@WebMethod String sayHello(java.lang.String name) 
throws java.rmi.RemoteException;

}
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最後に
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システム間連携はSOAの最初のアプローチ

JBoss、WebLogic、WebSphere…

DB2、SQL Server…

LDAPサーバー

レガシーシステム
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SOAシステムに対するビジネス・チャンスはある

JBoss、WebLogic、WebSphere…

DB2、SQL Server…

LDAPサーバー

レガシーシステム



Copyright © Oracle Corporation Japan, 2005. All rights reserved.
55

SIerからみたSOA

• サービス構築のノウハウの取得

• セキュリティの意識

• WS-* 仕様の理解

• SDO、SCAの学習

SOA検討企業、アジア市場に対する

サービス提供の意識




